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学習の整理に用いるメディアが内発的動機づけに及ぼす影響についてI

一総合的な学習における自己評価を通して一
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この論文においては,内発的動機づけに有効な,学習メディアのイメージと特徴につい

て議論が行われた.総合的な学習という場面設定の実験で,大学生は壁新聞,ミニ報告会,

インターネット上でのホームページという3つの学習メディアを用いて資料の整理を行っ

た.

そして,それぞれの作業後に,生徒による自己評価が行われた.自己評価は自由記述形

式であり,その内容を3段階の基準で分類して得点を与え,メディア間で比較した.

その結果,壁新聞条件では学生は気軽に作成できるが,表面的な学習に陥りやすいこと

がわかった.一方, ミニ報告会は実行に抵抗感があるが,高い学習効果が得られることも

わかった.さらに,ホームページの作成においては,その特性や有用性を生徒に十分理解

させることが重要であることがわかった.論文の最後では,学校で使用する場合の注意点

についても考察した.

キーワー ド:総合的な学習,内発的動機づけ,自己評価,メディア

1. はじめに

1-1. 背景

学習指導要領が改訂され,小学校3年生から中学

校3年生までは2002年度より,高等学校では2003年

度より,｢総合的な学習の時間｣がスタートするこ
とになった.

その新設の趣旨については,① ｢生きる力｣の育

成と,②各学校の特色ある教育活動の展開としてお

り,ねらいについては,児童生徒の主体性と協調制

の育成としている.すなわち,総合的な学習を成功

させるためには,内発的動機づけがポイントの一つ

になると考えられる.
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しかし,総合的な学習のカリキュラム上での具体

的な目標や方法等については,文部科学省は一切ふ

れておらず,各学校に任せるということである.す

なわち,採り上げるテーマや時間の割り当ては各学

校が設定することとしており,そこには,各学校の

特色を出すという理由がある.このような総合的な

学習に対する具体的な見解としては,問題解決的学

習や体験的 ･実践的学習 (児島,1998;他)があげ

られている.つまり,課題の設定から始まり,情報

の収集,情報の選択,情報の整理,発表という生徒

主体の活動が提唱されている.

1-2. 問題提起

そこで,本論では総合的な学習の活動のなかで,

情報の整理の場面に注目して検討する.学習の整理

がうまくできるということは,その内容をよく理解

していることを表す (綿井 ･岸,1993;他).しか

し,学習の整理には多様な方法がある.中野 (1999)

は,問題解決学習において,マルチメディア活用群

とペーパーメディア活用群,およびメディアミック
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ス群を設定し,学習者の情報活用能力が発達的にど

のように違ってくるのかについて検討している.そ

の結果,メディアの主効果がみられ,授業実践にお

けるメディア選択を柔軟にしていかなければならな

いことを示した.すなわち,様々なメディアの特性

はそれに対応する各種の内発的動機づけ要因に影響

を与える.言い換えれば,そのメディアの特性によっ

て,積極的に整理しようとする主体的活動が左右さ

れると解釈される.用いたメディアの特性が内発的

動機づけに影響を及ぼすのであれば,その特性を活

かすような指導が必要になることは言うまでもない.

すなわち,内発的動機づけにプラスの影響を及ぼす

特性を引き出し,マイナスの影響を及ぼす特性の問

題点を解決していくような指導が必要となる.その

結果,学習の整理が積極的に行われるとともに内容

の理解も促進され,主体的な活動に結びつくのでは

ないかと考えた.そこで,本研究では学習の整理の

場面において用いるメディアのどのような特徴や使

用者のイメージが,内発的動機づけに影響を及ぼす

のかについて検討することとした.

2. 実験

2-1. 日的

本実験の設定は,大学生による総合的な学習の疑

似体験とした.学習の整理において,壁新聞, ミニ

報告会,ホームページの3つのメディアを用いる場

面を設定し,各メディアの持っ特徴や問題点の洗い

出しを目的とした.

2-2. 方法

2-2-1. 実験手続き

大学生および大学卒業生の18人 (男女 9人ずつ)

を被験者とし,3つのメディア条件を被験者内要因

とするデザインであった.

また,順序効果を相殺するために,カウンターバ

ランスを行い, 6種類の順序条件に3人ずつ割り当

てた.各メディア条件の作業が終わり次第,自己評

価用紙を配布し,被験者の記入後,回収した.

詳しい作業内容については,1人の被験者が計4

回 (4日間)にわたって,作業に取り組んだ (表1).

第 1回目 (1日目)は,秋田県の観光地,食べ物,

人,産業など秋田県に関したことで,好きなテーマ

で好きなようにまとめるよう教示し,秋田県に関す

る様々な文献 ･資料を手渡した.この作業は,総合

的な学習における情報収集,情報選択の場面を想定
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表1,各順序条件の計画

回 時間 内 容

1 90分以内 下書き作成

2 90分以内 メディア条件1(80分以内)+自己評価(loヵ)

3 90分以内 メディア条件2(80分以内)+自己評価(loヵ)

4 90分以内 メディア条件3(80分以内)+自己評価(loヵ)

※ミニ報告会条件の作業時間は,原稿作成70分以内+口頭
報告10分以内-80分以内とする.

※ホームページ条件の作業時間は,下原稿作成十コンピュー
タ入力-80分以内とする.

※ホームページ条件は,作業の前に予備活動 (ホームペー

ジの説明と理解)を約15分間で行う.また,下原稿の作
成が終わり次第,実際にコンピュータ入力を行うので,

被検者によっては,下原稿の作成だけで80分経過し,作
業が終了する場合がある.

※1日につき1メディア条件の実施とする.

※作業中断中 (資料見直し,トイレなど)はストップウォッ
チを一時停止する.

※後日にずれた場合は,残り時間を作業時間に当てる.

している.2回目以降,被験者は割り当てられた順

序条件で,壁新聞, ミニ報告会,ホームページの各

メディアによる伝達が可能になるように調べた内容

を整理した.この作業は,総合的な学習における情

報の整理の場面,すなわち,まとめの場面を想定し

ている.したがって,本実験では紙上で整理する,

話し言葉として話しながら組み立てて整理する,電

子メディア上で整理するということに主眼が置かれ

ているので,3条件ともオーディエンスとの交流を

組み込んだ報告会や発表会は仮想的な前提条件では

あっても,実験の中には設定されていない｡ミニ報

告会条件の口頭発表も実際は報告会ではなく,話し

言葉による整理の時間として設定されている｡

2-2-2. 自己評価用紙

自己評価用紙の内容については,内発的動機づけ

を測定するための10項目,メディアの特徴(メディ

ア要因)を測定するための6項目,および各作業の

｢完成度｣,｢満足度｣を問う項目で構成した (表2).

｢内発的動機づけ項目｣の内容については,内発

的動機づけの要因に沿うように構成した.その要因

は,メタ認知 (McCombs,1984),達成感,積極

悼,承認欲求,および,楽しさ (桜井,1997)とし

た.項目1(反省点 ･改善点はありますか.)と項目

2 (さらに調べたいことはありますか.)は,メタ

認知と関連させた.項目3 (壁新聞は思ったように

できましたか∴ 壁新聞条件の例)と項目4 (壁新
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表2.自己評価用紙の項目内容 (壁新聞条件用)

】 1.反省点.改善点はありますか○

メタ弧､ 2.さらに調べたいことはありますか○

内発的動機づけ項目 達成感 3.壁新聞は思ったようにできましたか○

4.壁新聞の作成はやりがいがありましたか○

積極性 5.苦労してがんばったところはありますか○
6.気をつけたこと.工夫したことはありますか○

承認欲求 7.知人や県外の人に自慢したいことはありますか○
8.知人や県外の人に見てもらいたいところはありますか

楽しさ 9.この作業で驚いたり､意外だと感じたことはありますか
10.この作業によって､おもしろい.楽しいと感じたことはありますか

この作業は好きですか○(好き)

作業に必要とされる労力はどのくらいだと感じましたか○(労力がかかる)

メディア特徴 (要因)の項目i 壁新聞は人に説明するときに役立つと思いますか○(役に立つ)

作業の時間は足りましたか○(時間がかかる)

作業はどのように感じましたか○(ストレスを感じる)

壁新聞は､内容を修正したり追加しやすいと思いますか○(修正が難しい)

完成度 壁新聞の完成度は何%ですか○

間の作成はやりがいがありましたか∴ 壁新聞条件

の例)は,達成感と関連させた.項目5(苦労 して

がんばったところはありますか.) と項目6 (気を

つけたこと･工夫 したことはありますか.) は,積

極性と関連させた.項目7 (知人や県外の人に自慢

したいことはありますか.)と項目8 (知人や県外

の人に見てもらいたいところはありますか.) は,

承認欲求と関連させた.項目9 (この作業で驚いた

り,意外だと感 じたことはありますか.) と項目10

(この作業によって,おもしろい ･楽 しいと感 じた

ことはありますか.)は,楽 しさと関連させた.

被験者はこれらの項目に対 して,最初に,｢はい｣

｢いいえ｣のいずれかを答え,｢はい｣と答えた場合

にのみ,その具体的事例や理由を記述する形式で行っ

た.

メディア特徴項目については,今回取り組んだ作

業が ｢好き｣かどうか,｢労力がかかる｣ と感 じた

かどうか,｢役に立っ｣と思うかどうか,｢時間がか

かる｣と思ったかどうか,｢ストレスを感 じた｣か

どうか,｢修正が難 しい｣と思 ったかどうかの6項

目を用意 し,被験者は5件法による評定を行った.

2-2-3. 内発的動機づけ得点

内発的動機づけ項目の得点化については,被験者

が ｢はい｣を選択 し,単に書いてあるかどうかとい

う基準だけではなく,その記述内容から表3に示す
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基準によって採点 した.採点は,実験者と実験目的

を知 らされていない大学院生が独立 して行い,分析

には両者間の平均値を用いた.空欄と該当外,すな

わち質問の答えになっていない記述は0点 とした.

結果のみの記述や,｢時間が足りなかった｣など抽

象的 ･暖味な記述,および単語のみ,または,それ

に近い記述 (例えば,単語+助詞+単語などであり,

判断は採点者の主観による)を1点,結果からさら

に具体的な提案をしているもの,例えば,｢うまく

読めるように,漢字の読みで自信のないところを辞

書で調べるべきだった｣や,発見,計画性,将来展

望,努力,感情を具体的に表現 している記述に対し

ては2点を割り当てた (表 4).｢発見｣については,

｢こういうことを知った｣･｢わかった｣ といった新

たな発見や理解を示す記述を対象とした.｢計画性｣

については,こうしたかったのに,それができなかっ

たといった作業前の計画やイメージを持っていたこ

とを示す記述を対象とした.｢将来展望｣ について

は,こういうことを調べてみたい,実際に行ってみ

たいといった見通 しが表現されている記述を対象と

した.｢努力｣ については, こういう工夫を した,

こういうことに気をっけたといった留意点や注意事

項をあげている記述を対象とした.｢感情｣ につい

ては,こんなことを感 じたといった心情の記述を対

象とした.
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表3.内発的動機づけ項目の採点基準

得点 0 1 2
･空欄 ･結果のみ ･結果から具体的な提案

基準i1 ･該当しない ･抽象的な内容 ･具体的な内容

･あいまいな内容 ･絞った内容

･単語のみ,または,･発見.計画性.将来展望.

表4.発見,計画性,将来展望,努九 感情に分類するた
めの記述形式

カテゴリー 具体的な記述例

発見 こういうことを知った,わかった.

計画性 こうしたかつたのに,それができなかった.

将来展望 こういうことを調べてみたい,実際に行いたい.

努力 こういう工夫をした.気をつけた.

2-2-4.メディア特徴項目と内発的動機づけとの関係

内発的動機づけの要因として,桜井 (1997)が示

す挑戦,達成感,効力感,McCombs(1984)が示

すメタ認知,および,ヤーキーズ-ドッドソンの法

則に注目した.そして,メディア特徴項目と内発的

動機づけとの関係について検討した.

｢好き｣の項目については,好きなほど積極的に

学習すると仮定している.そして,その積極性が挑

戦として働き,内発的動機づけは高くなると予測さ

れる.

｢労力がかかる｣の項目については,達成感と関

連していると仮定した.すなわち,労力がかからな

いと達成感を得にくく,内発的動機づけが低くなる

と予測される.また,過度の労力は内発的動機づけ

にはプラスの要因とはなりにくいだろう.

｢役に立つ｣の項目については,効力感と関連さ

せた.すなわち,役に立っと思うほど,効力感が高

まり,同様に内発的動機づけにもプラス要因として

働くであろう.

｢時間がかかる｣の項目については,｢労力がかか

る｣の項目と同様の仮定と予測がなされた.

｢ストレスを感じる｣の項目については,ヤーキー

ズ-ドッドソンの法則に従うと仮定している.すな

わち,適度なストレスの場合に,内発的動機づけは

高いと予測される.

そして ｢修正が難しい｣の項目については,メタ

認知との関連を仮定した.すなわち,修正が困難な

ほど,メタ認知が効果的に活かされず,内発的動機
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づけは低下するであろう.

2-3, 各作業メディアと対応するメディア特徴項目

との関係

各々のメディアの特徴は受講者 (被験者)の経験

的要因や噂好と深く関わって内発的動機づけを左右

する.本研究ではすべての被験者がすべてのメディ

ア条件下で発表製作を行うことで,各メディアの相

対的な特徴が抽出されるものとして設定した.以下

に各メディアの特徴を考慮して予想される結果につ

いて述べる｡

2-3-1. 壁新聞

｢好き｣の項目は,小さい頃から小学校などで壁

新聞を作っていて,その経験や親しみ,慣れなどが

大きく影響を受けるメディアとして特徴づけられる

であろう.同様に ｢労力がかかる｣,｢修正が難しい｣

の項目も他のメディアに比べると経験が豊富である

と予測されるので,他のメディアと同じ物理的労力

や作業時間がかかったとしても,その受け取り方は

経験に大きく左右されると思われる.

2-3-2. ミニ報告会

ミニ報告会の大きな特徴として考えられるのは,

話しながらまとめるということにある｡事前に話す

内容と順番を記憶し,失敗すれば,それを言い直し

という抵抗感の強い手続きで修正していかなければ

ならないという状況は緊張感や不安を高める.この

緊張や不安を低減するためには,話す内容をしっか

りと整理しなければならない.その意味で心理的な

緊張感が最も高いメディアであろう.｢好き｣の項

目は得点が低いが,内発的動機づけに対しては正の

影響を及ぼすであろう.

2-3-3. ホームページ

このメディア条件は,現在のところコンピュータ

操作に慣れている,あるいはコンピュータ操作が好

き,これからホームページを作ってみたいと思って

いるなどの,コンピュータとの親密度が極めて大き

く影響すると予測される.

すなわち,｢好き｣の項目は内発的動機づけと相

関が高いと考えられる.一方,｢労力がかかる｣,

｢時間がかかる｣,｢修正が難しい｣の項目も親密度

によって大きく異なるのがこのメディア条件の特徴

である.新奇性と経験の少なさに基づく負のイメー

ジを考慮すると,否定的な影響が予測される.
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3. 結果

3-1. 重回帰分析による結果

内発的動機づけ得点を基準変数,各メディア特徴

要因得点を説明変数とする重回帰分析を行った (図

1).

壁新聞条件では,｢労力がかかる｣の項目の影響

と内発的動機づけとの関連が最も大きく出た.(p
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<.05).

ミニ報告会条件では,｢労力がかかる｣の項目の

影響と内発的動機づけとの関連が最も大きかった

(pく 05).また,｢好き｣の項目の影響と内発的動

機づけとの関連も大きかった (p<.05).

ホームページ条件では,｢役に立つ｣の影響と内

発的動機づけとの関連が最も大きかった (p<.01).

労
力
が
か
か
る

時
間
が
か
か
る

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

体
正
が
難
し
い

労
力
が
か
か
る

ホームページ

時
間
が
か
か
る

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

修
正
が
難
し
い

労
力
が
か
か
る

時
間
が
か
か
る

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

図1.各メディア特徴 (要因)項目の内発的動機づけ得点の影響度
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図2.メディア条件間で有意差が見られた内発的動機づ
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図3.メディア特徴 (要因)項目各々での得点比較

3-2. 内発的動機づけ項目得点における各メディア

条件の比較

10項目の合計得点 (内発的動機づけ得点), 5つ

のカテゴリー別得点,各項目別得点のそれぞれにつ

いて,1×3(メディア)の1要因の分散分析を行っ

た.

合計得点 (内発的動機づけ得点)については,メ

ディア間に全体的な相違はなかった (F(2,53)-

1.47,∩.S.).

カテゴリ一別得点については,｢積極性｣のカテ

ゴリーに全体的な相違が認められ (F(2,53)-4.72,

pく 05),多重比較の結果, ミニ報告会条件よりも
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ホームページ条件の方が統計的に有意に内発的動機

づけ得点が高かった (pく 01).その他のカテゴリー

については相違はみられなかった (図2).

｢積極性｣カテゴリーの下位項目別得点について

は,項目6(気をつけたこと･工夫したことはあり

ますか.)に全体的な相違が認められ (F(2,53)-

5.41,p<.01),多重比較の結果,カテゴリー別得

点の結果と同様にミニ報告会条件とホームページ条

件に有意差がみられた (pく 01).

3-3. メディア特徴項目得点におけるメディア間の

比較

メディアの各要因について,1×3(メディア)の

1要因の分散分析を行った.これらの項目はメディ

アの特徴を顕著に示すための指標として提示された

が,検定の結果,｢役に立っ｣の項目以外のすべての

項目において統計的有意差が認められ,有効にメディ

アの特徴を表現できる指標として働いていることを

確認した (図3).

｢好き｣の項 目には全体的な相違が認められ

(F(2,53)-8.80,pく 01),多重比較の結果, ミ

ニ報告会条件と壁新聞条件の間 (p<.01)および,

ミニ報告会条件とホームページ条件の間 (p<.01)
に有意差がみられた.｢労力がかかる｣の項目も同

様に全体的な相違が認められ (F(2,53)-3.70,p

<.05),多重比較の結果,壁新聞条件とホームペー

ジ条件の問に有意差がみられた (p<.01). また
｢時間がかかる｣の項目も全体的な相違が認められ

(F(2,53)-26.83,pく 01),多重比較の結果,全

ての条件の組合せについて有意差 (p<.01)がみ

られた.さらに ｢ストレスを感じる｣の項目にも全

体的な相違が認められ (F(2,53)-5.97,pく 01),

多重比較の結果,壁新聞条件とミニ報告会条件の間

に有意差がみられた (pく 01).同じく ｢修正が難

しい｣の項目にも全体的な相違が認められ (F(2,

53)-10.12,p<.01),多重比較の結果,壁新聞条

件とミニ報告会条件の間 (pく 01),壁新聞条件と

ホ-ムページ条件の間 (p<.01)に有意差がみら

れた.｢役に立っ｣の項目におけるメディア条件間

の相違はみられなかった (F(2,53)-1.20,m.S.).

3-4. 完成度 ･満足度

｢完成度｣,｢満足度｣各々の自己評価によるパー

センテージについて,1×3(メディア)の1要因の

分散分析を行った.その結果,｢完成度｣の自己評

価には全体的な相違が認められ (F(2,53)-23.20,

第23号 2001年
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図4.完成度と満足度の各々の自己評価にみられるメディ
ア条件間の差

p<.01),多重比較の結果,壁新聞条件とホームペー

ジ条件の間 (p<.01), ミニ報告会条件とホ-ムペー

ジ条件の間 (p<.01)に有意差がみられた (図4).
同様に ｢満足度｣の自己評価にも全体的な相違が

諸められ (F(2,53)-12.85,p<.01),多重比較

の結果,壁新聞条件とミニ報告会条件の間 (pく 05),

壁新聞条件とホームページ条件の間 (pく 01), ミ

ニ報告会条件とホームページ条件の問 (p<.01)
について有意差がみられた.

4.考察

4-1. 壁新聞

｢労力がかかる｣の項目の影響と内発的動機づけ

との関連が最も強いことがわかった. このことは,

限られた紙面に対して,自ら構成を考え,自ら書い

ていくという作業の労力が適度であったと考えられ

る.また,有意ではなかったが,｢好き｣の項目の

得点が高いほど,内発的動機づけは低いという結果

が得られた.これについては,楽しいというより要

領がわかっていて,作業 Lやすいという意味での

｢好き｣とも受け取れ,積極性に結びつく ｢好き｣
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ではないことを示していると思われる. この点は,

実際に被験者から指摘されている.また,3つのメ

ディア条件間では,壁新聞が最も好まれ,ストレス

を感じる人も最も少ないことから,気軽にできる作

業と言えよう.このことは,壁新聞条件の完成度と

満足度が3つのメディア条件間で最も高いことから

もわかる. さらに,壁新聞を作る利点として,図

表なども書きやすい面があると思われる.樹形図や

流れ図,義,絵などの複数の図的表現は理解を促進

させることが報告されており (Hawk,1986),そ

の理由として,情報が明示的で検索が容易な点があ

げられている (Larkin&SlmOn,1987).岩槻 (19

98)は,図表が説明文の理解に有効であることを示

しており,総合的な学習において,収集した文献や

資料をもとに,図表を用いて整理し直すことは,自

分の取り組んでいるテーマについて深く理解するた

めの効果的な作業であると言えよう.以上のことか

ら,壁新聞は図表を措いて理解を促進させ,内発的

動機づけを高めることも期待できる.

また,予想に反して｢修正が難しい｣項目が,内

発的動機づけにほとんど影響を及ぼさないこともわ

かった.これは修正ペンや貼り紙で修正することに,

ほとんど苦痛を感じないことを示しているのであろ

うか.

4-2. ミニ報告会

｢労力がかかる｣の項目と内発的動機づけとの関

連が最も大きかった.このことは,実際に話し言葉

にして発表するという緊張感や,わかりやすく伝え

るための工夫を考えるなどの労力が適度であったこ

とが考えられる.しかし一万,3つのメディア条件

問では, ミニ報告会が最も好まれず,ストレスを感

じる人も最も多いことがわかった.これは,プレッ

シャーや不安が高まるというイメージが影響してい

ると思われる.また,｢好き｣の項目と内発的動機

づけとの関連も大きかった. このことは,｢好き｣

であれば緊張感やプレッシャーは,やりがいや自信

に結びつくと解釈することもできよう.

以上のことから,最初は気がすすまない面もある

が,実際にやってみると,やりがいや効力感を感じ

るのであろう.実施中の支持的なリアクションは内

発的動機づけを高める可能性 (小倉 ･松田,1988)

が指摘されている.学校現場での教育臨床的応用も

考慮すれば,支持的立場で聞き手が反応するミニ報

告会が行われる可能性も高く,｢好き｣の項目もこの

38

環境条件では促進的役割が期待できるかもしれない.

4-3. ホームページ

｢役に立っ｣の項目と内発的動機づけとの関連が

最も大きかった.このことは,不特定多数の人に情

報を発信するというホームページの大きな利点を意

識している人ほど,内発的動機づけが高かったと考

えられる.また,3つのメディア条件では,ホーム

ページが最も労力がかかり,時間もかかると感じる

人が多いことがわかった.これは,なかなか作業が

進まずに達成感を得られにくいということも考えら

れる.また,ホームページには,樹形図的にページ

を構成していくという他の2っのメディアにはない

特徴をもっている.樹形図は理解に有効であること

が報告されており (Guri-Rozenblit,1989), この

視点からも,ホームページの作成は理解を促進させ,

内発的動機づけを高める可能性をもっていると言え

るかもしれない.

5. 結論

5-1. 壁新聞

壁新聞は,取り組みやすく気軽に作成できるとい

う利点をもっているが,その反面,作業の過程で簡

単さや気楽さが出てしまい,それが内発的動機づけ

を低下させる危険性があることが示唆された.すな

わち,壁新聞の作成は,その作業を通 して,学習の

深い理解や新たな目標設定になかなか結びつきにく

い危険性が考えられる.以上のことから,実際の学

校場面において,壁新聞を用いる場合には以下の2

つの注意すべき点があると思われる. 1点目は,気

軽さの発生に伴う非参加的行動の防止のため,壁新

聞の作成過程で,教師は生徒全員が参加しているか

どうかについてチェックすることである.そして,

非参加的な生徒に対しては,例えば,役割分担を行っ

て各自責任を持って作業できる場面を設定するなど

の指導も考えられる. 2点目は,気軽さの発生に伴

う表面的な学習の防止のため,作成過程で,内香を

見直す機会を設け指導すること,あるいは,生徒同

士でチェックし合う機会を設けることである.そう

することで,壁新聞の作成自体に没頭するのではな

く,取り組んでいるテーマの内容について,新たな

課題や目標を持つことに結びっくであろう.すなわ

ち,壁新聞を発表用としてではなく,報告用として

作成することである.具体的には,短時間でできる

ような小規模の壁新聞を複数枚,作成 ･展示し,作
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成の都度,自分自身,あるいは,教師,生徒同士に

よるチェックを繰り返すことも考えられる.

5-2. ミニ報告会

ミニ報告会は,最初はあまり好まれず実行しくい

けれども,実際にやってみると,内発的動機づけを

高め,理解を深めることに結びつく可能性を持っこ

とが示唆された.以上のことから,実際の学校場面

において, ミニ報告会を行う際に留意もしくは注意

すべき事が3つあると思われる.1点目は,好まれ

ないことによる内発的動機づけの低下が考えられる

ため,学習の初期には適さず,短い時間の報告会

(ブリーフィング)はむしろ学習の後半になるにつ

れて頻繁に行うようにする.2点目は,実施後の効

果が大きいことから,その実施にあたって,できる

だけ生徒全員が発表できるような計画を立て,発表

に対して参加した生徒がその場で支持的なコメント

を出せるような指導を行う.支持的なコメントには

賛成意見ばかりではなく,もっとよくなるための改

良案や,次の課題の提供,提案も含まれる.これら

は効力感や満足感を得る機会を増やすことにつなが

る.3点目は,実施後の効果をさらに引き出すため,

言い間違いや失敗を改善のための肯定的なステップ

として生徒自身が認識できるように, ミニ報告会に

取り組むことである.その目的のためにも支持的な

コメントの適切な提供は欠かすことができない.

5-3. ホームページ

ホームページは,その特徴や有用性を意識できる

ほど,内発的動機づけがより高まることが示唆され

た.そして,不特定多数に発信できるというメリッ

トとコンピュータ操作が難しいというデメリットを

持っている.以上のことから,実際の学校場面にお

いて,ホームページを作成する際に留意,もしくは

注意すべき事は以下の2点である.1点目は,役に

立っと思うほど内発的動機づけが高いことから,ホー

ムページの特徴や有用性を分かりやすく説明して,

生徒が理解した後に実施することである.2点目は,

時間や労力がかかることを考慮して,作成には十分

な時間を確保し,教師,生徒同士で技術的な問題点

や操作方法など随時気軽に情報交換できる学習形態

が望ましい.同時にコンピュータの操作やホームペ-

ジの作成過程に,小さな進歩をお互い認め合う機会

を提供することも必要であろう.

第23号 2001年

6, 課題と展望

今回は ｢総合的な学習の時間｣における学習の整

理の場面に注目したが,これらの学習の整理に用い

るメディアは,生徒の様子やカリキュラムに応じて

使い分け,そのプラス要因を引き出していくことが

求められることは言うまでもない.実際,これらの

メディアは複合的に実施される.したがって,例え

ば,生徒の導入意欲のコントロールが難しい初期学

習場面では,分担し合って壁新聞を作成し,ある程

度軌道に乗ってきたら, ミニ報告会を頻繁に実施す

る.そしてある程度内容がまとまってきた段階で,

コンピュータが得意な生徒によりホ-ムペ-ジ化し

ていき,みんなでコメントし合って,修正 ･改良を

加えていく.このような計画を臨機応変に立てるこ

とが必要となるであろう.なお,壁新聞, ミニ報告

会,ホームページを組み合わせた場合の効果につい

て,今後検討が必要であると思われる.
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Summary

lnthlSpaper,WedlSCuSSedtheimagesandchar-

acteristicsofthelearnlngmediathatarethought

tobeeffectiveforintrinsicmotivation.Inthis

experimentwithlnthesettlngOfperformance

packagedlearnlng,theuniversltyStudentsubjects

wererequiredtoarrangedocumentsuslngthree

differentkindsoflearnlngmedia:wallnewspaper,

briefing,andhomepageontheInternet.After

eachtaskwascompleted,self-evaluationbystu-

dentswasmadeinafreedescriptionform.We

classifledthecontentsbythreephasesofstan-

dards,Scorlngandcomparlngthemamonglearn-

1ngmedla.Asaresult,itbecameclearthata

wallnewspaperconditlOnWasaneasytaskatthe

beginnlng,butittendedtofalleasylntOSuperf1-

ciallearnlng.Ontheotherhand,briefingwas

hardtoexeCllte,butwefoundthatitprovldeda

highlearnlngeffect.Fllrthermore,wefoundthat

inmakingahomepage,ltWasimportanttohave

studentsunderstanditscharacteristicsandusefllL

nessenough.Flnally,Wediscussedthematters

thatrequlrefurtherattentionwhenuslngltat

school.

KeyWords:Performance Packaged Learnlng,

ⅠntrinsicMotivation,Self-Evallユa-

tion,Media
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